
資料－３

ワークショップ
～課題を踏まえたタイムライン修正の内容確認～

平成２９年８月３日（木）

第１０回 多治見タイムライン検討会
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今回のワークショップの⽬的とアウトプット

＜⽬的＞
多治見市タイムラインの修正内容を参画機関全体で確認・共有す
ること

＜アウトプット＞
 今年度の台風対応で活用する多治見市浸水事前防災行動計画

（タイムライン） （平成29年度運用版）
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今回のワークショップの流れ

《グループ討議》 ８０分
１．役割の確認と修正 （必要に応じて）：３０分

２．タイムラインステージの見直しに伴う、各事前防災行
動実施時期の再確認・修正：５０分

≪全体議論≫
今年度の台風対応で活用する多治見市浸水事前防災
行動計画（タイムライン）（平成２９年度運用版）の確認

休憩：適宜

《討議結果の共有（発表）》 ２０分
全体に関わる問題点や修正箇所について
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タイムラインの修正案について
• 第９回検討会までの修正意見を踏まえ、行動項目の記載と役割を修正
• 第９回検討会までの検討課題を踏まえ、タイムラインレベルを見直し

A3版を参照
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タイムラインの⾒⽅① 概要

状
況
に
応
じ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
レ
ベ
ル
を
設
定

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
レ
ベ
ル
ご
と
に
色
を
分
類

行動項目ごとに、各部署・機関の対応を記入

行動項目を時系列的に整理。
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タイムラインの⾒⽅② ⾏動項⽬

対応事項・・・災害の恐れのある場合に対応すべき事柄
行動内容・・・対応すべき事柄の具体的な行動内容

行動細目・・・より詳細な行動内容

行動項目は『対応事項』『行動内容』『行動細目』の３つに整理

◎ ： 情報の収集・発信または行動実施の中心となる主体
○ ： 行動を補助・支援する主体
△ ： 情報を伝達・活用する主体
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タイムラインレベルの名称変更について

タイムラインレベル

タイムラインステージ

河川水位では「危険度レベル」が設定されており、この「危
険度レベル」との混同を避けるために、名称変更を行う。

これまで

これから
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タイムラインステージの⾒直し箇所について
以前のタイムラインから大枠は変更せず、タイムラインステージ４のトリガー情報・条件をより
明確化するとともに実際の防災行動との整合を図るためにステージ４と５をさらに細分化。

TLステージⅤ
（緊急対応）

TLステージⅠ
（立ち上げ）

TLステージⅡ
（準備）

TLステージⅢ
（早期警戒）

TLステージⅣ
（行動）

台風による影響が見込まれる段階で
情報収集や人員・資機材の確認等を
実施

内水はん濫に備え、災害対策本部の
設置、避難所開設や災害時要配慮
者対応の準備を開始

内水はん濫を警戒し、内水はん濫想
定エリアに避難勧告、内水排除活動
の準備を開始

土岐川の水位予測等を踏まえ、外水
はん濫想定エリアに避難準備情報、
内水排除を実施

外水はん濫を警戒し、外水エリアの
避難勧告、内水排除活動を継続しつ
つ、水位に応じて防災対応者の安全
確保

タイムラインステージ 行動項目の概要トリガー情報・条件

【台風】多治見市が約72時間～24時間後の予報
円に入るまたは台風に関する岐阜気象予報が
発表された場合

【台風】多治見市が引き続き台風の予報円内に
あるかつ「岐阜県内」に24時間雨量200mm以上
の降雨が予想される場合（岐阜県気象情報で
確認）

【台風】多治見市に大雨・洪水警報の発表（時間
帯によっては警報予告付き注意報の発表）かつ
「美濃地方」に24時間雨量200mm以上の降雨が
予想される場合（岐阜県気象情報で確認）

【台風】美濃地方で大雨の『警戒期間』に入るか
つ土岐川水位が上昇すると予想され、今後の
降雨継続が見込まれる場合

【台風】多治見市で道路冠水が発生または、脇
之島排水機場の外水位が4.3m（避難勧告基準）
を超えるまたは、土岐川の水位が避難判断水
位を超過し、さらに上昇することが予測された場
合

昨年度（平成２８年度）までのタイムラインステージ（TLステージ）の設定

見直し（提案）箇所
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タイムラインステージの⾒直し内容について

TLレベルⅤ
（緊急対応）

TLステージⅣ
（行動）

タイムラインステージ トリガー情報・条件

【台風】美濃地方で大雨の『警戒期間』に入るかつ多治見水位観測所ではん濫注意水位
（3.2ｍ）を超過し、さらに上昇すると予想され、今後の降雨継続が見込まれる場合

【台風】多治見市で道路冠水が発生または、脇之島排水機場の外水位が4.3m（避難勧告
基準）を超えるまたは、多治見水位観測所が避難判断水位を超過し、さらに上昇
することが予測された場合

【見直し案におけるトリガー情報・条件（案）】

TLステージⅣ
Ⅳ-①

【台風】脇之島排水機場の外水位が3.1ｍ（避難準備・高齢者等避難開始 基準）を超過し、
今後の降雨継続が見込まれる場合

TLステージⅣ
Ⅳ-②

【台風】脇之島排水機場の外水位が4.0ｍを超過し、今後の降雨継続が見込まれる場合

TLステージⅤ
Ⅴ-①

【台風】脇之島排水機場の外水位が5.2ｍ（避難指示基準）を超える または 多治見水位
観測所が氾濫危険水位を超過し、さらに上昇することが予測される場合

TLステージⅤ
Ⅴ-②

【台風】脇之島排水機場の外水位が7.3ｍを超える または 多治見水位観測所が計画高
水位に達し、さらに上昇することが予測された場合

新設

新設

明確な基準設定をする

緊迫した状態となっているステージⅣ、Ⅴに細かいタイム
ラインステージを新たに内包させる
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タイムラインステージの⾒直しに伴う修正
赤字：削除内容（時期の変更含む）
赤字：新規追記内容
青字：実施時期の変更先を表示
緑字：移行基準により追記

※１

文字色や見え消し表示は本検討
会で確認するためのものであり、
平成29年度運用版にする際には
黒字に変更する。

※２

削除内容や変更内容を確認する
ために行動項目番号は以前の番
号を使用しているが、平成29年
度運用版では通し番号となる。
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グループ討議の内容 ①役割の確認と修正

議論内容
「それぞれの部署・機関の役割について確認
し、必要に応じて修正を行う」

・時間の目安は30分を想定しています。

・進行はファシリテーターが行います。

・自分の部署や機関の役割の修正については、各グループに
配布している大判用紙に直接赤ペンで記入願います。

・グループ外の他の部署や機関の役割の修正は、各グループ
に配布している大判用紙に直接青ペンで記入願います。

※自分の部署・機関を中心に確認・修正を行ってください
（全体への発表は不要）。グループ外の他の部署や機関の
役割に修正が必要な場合はグループ討議後の発表で共有し
て下さい。
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グループ討議の内容 ②行動時期の確認・修正

議論内容
「タイムラインステージの見直しに伴う、防
災行動実施時期の再確認・修正を行う」

・時間の目安は50分を想定しています。

・進行はファシリテーターが行います。

・修正内容については、付箋紙に具体的に『何をどの時期
に』修正や追加すべきかを記載願います。

・修正や追加が必要な事項はグループ討議後に発表して頂き、
全体で共有・議論します。

※事務局で変更が必要と判断した箇所は修正済みですが、そ
のほかに修正が必要な箇所や追加が必要な項目がないかを
グループ全体で議論しながら確認して下さい。
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